
タ ゴ 伊一 レ作"Gltaijali"に つ い て

その2

田 中 一 男

詩 歌集"Gitanjali"はTagoreの 作 品 史上 最 も重 要 な もの で あ る。 しか るに.
(1)

その詩や歌の一つ一つには, 難解なものが多 く, 況んやその全相を忠實に捉える

ことは, 更に困難である。印度人のTagore研 究家でさえ, その一つの詩に封す

る解繹に於いて種々の異見を出している。ここに, Tagoreの 詩歌を可能な限 り

正しく解繹せんための適切なる研究方法 として, この作品自髄がもつ問題黒占を問

題論的に見出すことを肝要と考える。解繹の鍵 となるべき問題黙は, その軍純な

ものより複雑なものへと向 うべきであ り, さすれば常に, 目前の扉に封してヒン

トとなる何 らかの鍵を持つて参ずることが出來 よう。

先ず第一に, 原作そのものであるBengal語 の"Gitanjan"(以 下B.Gと 略す)

に封 して題名を等しくする, 著者自身による英繹詩集が存在するという事實であ

る。しかし, ここに一つの壁がある。それは原作のB.G.が, 制作年代順に並べ
く  

られた韻文の詩歌集であるのに封 して, 同名の英課詩集はB.G.の 中から選ばれ

た53篇 を中心に, その前後にまたがる若干の詩歌集 より選澤, 散文課 された作

品とからなる, いわば順序を自由におきかえた寄せ集めの詩集であるという軍純

な事實である。この輩調な疑問貼を解 く鍵が, B.G.に 附された著者自身の序文

の次の部分にある。

「この詩集の最初の若干の作晶は既に一, 二の書物に獲表 されたものである…

…」というが, それらの詩がB.G.の 作品のどれに該當するか詳 らかにはされて
くの

い な い。 調 査 の結 果, B.GのNos.1～20が それ に あた り, そ の うち, Nos.8
くむ

～13は"Caradotsaba"と い う戯 曲 中 に, 残 りの14篇 は"Gana"と い う歌 集

(1) 印 度 學佛 敢 學 研 究IX-1. pp. 174-175参 照

(2) 同

(3) Rabindra Racana bali. X. p. 3.

(4) R.R.VII.p.p.389-423

(5) Rabindra Racanabali に は, 牧 録 され て い ない。
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に獲 表 され てい る こ とが 分 明 した。 この最 籾 の20篇 を 除 い た あ と の137篇(即
(5)

ちB.G. Nos.21～157)こ そ, そ の成 立 期 間 か ら推 し て もか つ て な い集 中力 を もつ

てつ くられ てお り, 實 際.上これ を もつ て"Gitanjali"な る作 品 と呼 ん で よ い。

そ こで, この 見解 を裏 付 け ん が た め, 英 課"Gitanjali"(以 下E.Gと 略 す)頭 初

の 詩 を原 作 に封 照 して み る と(E. G. No, 1は 次 頁 末 尾 に掲 げた)

E.G. (No. 1)=B.G.(No. 1)ま た は, O.G. (No. 1=B.G.21)

E.G.(No. 1)=Gitimalya(No. 23)

しか るに, O.G.(No. 1)とGitimalyazNo. 23)を 封 照 し て み る に, 共 に16行

2節 か らな る押 韻 の詩 で あ り, 全 く同一 の モ テ ィ ー ヴ をみ る こ とが 出來 る。

(7)

Gitimalya XXIII.(E.G.I)

あなたは私を限 りな くした。

それがあなたの戯 れなのです ね。

わた しをす っか り室 に して

新 しい生命 で, また充 した。

無数の山, 無数 の河岸 に

この小 さな笛を持運んで

数 々の調べを奏 でま したね一

それを私は誰 に語 ろ う。

あなたの この不死 の感鰯 で

わた しの心は

大 きなよろ こびに限界 を超 えて

言葉 が こみあげる。

唯 一握 りの贈 り物 で

夜書 とな く私 を充 して くれた一

幾年 月をえると も, 充 され るまで

た ゴ私 は渇望す るで し ょう。

(8)

O.G.1(B.G.XXI)

われ知 りぬ, い?い か なる泉 よ り

生命の流れ にわれ を浮べ しか

きみ よまた, 思いがけず も幾多の家 に路 に
むね

数多の歎ぴをわが心に遺 し去 きぬを。

幾度かきみ, 雲 をま とい

か くや さし く笑みてたち
ひ か り

曙の光 線に脚 ふまえ, 

目出たき手燭 りを額 にお きぬ。

この眼に保 たれてあ り

幾度 も, 幾 多の人 に
な が め

数多新しき現象のうちにみし
か た ち

形 なき ものの形象 。

幾世 えて知 るひともなし
むね

わが心 に数 々の幸せ に, 悲 しみに

敷多 の愛 に, 歌に

甘露 の雨, み ちあふれ しを。

(6) この137篇 の 制 作 期 間 は 約 一 ヵ 年 の間 で あ るが, 實 際 に 費 され た 日数 は)わ ず か

90日 で あ る。 これ を さ ら に二 期 に分 け る と, I. Bhadva. 10日-Phalguna ((Ben-

gal暦, 1316年)ま で の23日 澗 にB.G. Nos.21～54ま で の34篇, II. Catitra-

26日(B. 暦1316年)～Crabana. 29日(B.暦1317年)の4ヵ 月間 の68日 に103篇

(7) R.R.X.P.P. 153. Cantiniketanaに て, 1319年(B暦) Baicakha月7日 作

(8) R.R.X.P.20. Bolapuraに て, 1316年(B・ 暦)Bhadva月10日 作
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B.G. (No. 21)はGitimalya(N0. 23)同 様, 彼 の生 涯 の始 りに つい て歌 つ てい

る が, 大 詩 人 で あ る神 に 封 す る詩 人 の 自 畳 は, 次 の0.G.(No.2=B.G.No.22)

に 歌 つ てい て, これ はE.G.(No.2)に 英 課 され て い る。 これ に 封 しE.G.(No.

1=G.m.No.23)で は, 彼 の 生命 の始 ま りを詩 人 の 生涯 の始 ま り と して歌 い, そ

の 詩 人 ・ 音 樂 家 と して の理 想 に到 達 す る ま で に は, 誕 生 と死 め諸 々の 輪 廻 を通 過

しな け れ ば な らぬ とい う自豊 を表 現 し てい る。

さ てTagoreが, O.G.(N0. 1.=B.G.No.21)をE.G.の 初 め にお か ず, Giti-

malya(No.23)を も つ て 來 た の は, 後 者 の方 が 歌 と し てす ぐれ, テ ー マ もす つ

き り してい るか らだ と思 わ れ る。 そ の上 前 者 の イ メー ジ はイ ン ド的 で あ り, 後 者

が 一 般 性 を もつ て い るか らだ と推 測 され る。

以上 に よ り, O.G.(No. 1)自 口ち, B.G. (No. 21)とE.G.(No.1)即 ち, Giti-

malya(No. 23)を もつ て, "Gitanjali"と い う作 品 の 圭 要 な モ テ ィ ー ヴ と推 定

す る こ とが 出來 よ う。

ペンガル語のRomanizeは, イ タリック膿 に した。

E. G. No. 1

Thou hast made me endless, such is thy pleasure. This frail vessel thou 

emptiest again and again, and fillest it ever with fresh life. 

 This little flute of a reed thou hast carried over hills and dales, and 

hast breathed through it melodies eternally new.

 At the immortal touch of thy hands my little heart loses its limits 

in joy and gives birth to utterance ineffable. 

 Thy infinite gifts come to me only on these very small hands of mine. 

Ages pass, and still thou pourest, and still there is room to fill.
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